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プロビジョニングプロファイルの概要
ユニファイドコミュニケーションマネージャには、新しいユーザに割り当てることができるプロ

ファイルとテンプレートのセットが含まれています。これらのプロファイルと共通の設定を事前

に設定した場合、新しいユーザをプロビジョニングしてデバイスを割り当てると、ユーザとデバ

イスが適用される設定に基づいて自動的に設定されます。

ユーザをプロビジョニングするときは、必要な設定が含まれているユーザプロファイルとサービ

スプロファイルにそれらを関連付けます。さらに、ユーザにデバイスを追加すると、そのユーザ

のユーザプロファイルに関連付けられているユニバーサル回線およびユニバーサルデバイステン

プレートを使用して、デバイスと電話番号がすぐに設定されます。

次のプロファイルとテンプレートを使用して、ユーザのニーズに基づいて共通の設定をユーザと

エンドポイントに適用できます。
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プロビジョニングプロファイルのタスクフロー
プロビジョニングするユーザとデバイスが多数ある場合は、テンプレートを使用してユーザプロ

ファイルとサービスプロファイルを設定し、特定のグループ (カスタマーサポートなど)のユーザ
に適用する共通の設定を行うことで、設定プロセスを簡素化できます。

ユーザをプロビジョニングするときは、必要な設定が含まれているユーザプロファイルとサービ

スプロファイルにそれらを関連付けます。さらに、ユーザにデバイスを追加すると、そのユーザ

のユーザプロファイルに関連付けられているユニバーサル回線およびユニバーサルデバイステン

プレートを使用して、デバイスと電話番号がすぐに設定されます。

次のプロファイルとテンプレートを使用して、ユーザのニーズに基づいて共通の設定をユーザと

エンドポイントに適用できます。
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手順

目的コマンドまたはアクション

展開する SIPエンドポイントに関連付け
られる共通の SIP設定をセットアップし
ます。

SIPプロファイルの設定（4ページ）Step 1

プロビジョニングされたエンドポイント

に割り当てるセキュリティプロファイル

電話機のセキュリティプロファイルの設

定（5ページ）
Step 2

を設定します。TLSや TFTP暗号化など
の設定を割り当てます。

（オプション）このポリシーを使用する

と、特定の機能を有効化して、電話機の

ソフトキーの外観を制御できます。

機能管理ポリシーの作成（6ページ）Step 3

（オプション）このプロファイルを使用

して、TFTPデータと製品固有の設定のデ
共通の電話プロファイルの作成（7ペー
ジ）

Step 4

フォルトを、エンドポイントのグループ

に割り当てることができるプロファイル

に割り当てます。

（オプション）エンドポイントにユーザ

固有の設定と IPv6設定を割り当てるに
は、この設定を使用します。

共通デバイス設定の構成（8ページ）Step 5

このテンプレートには、新しくプロビジョ

ニングされた電話機の設定に使用される

ユニバーサルデバイステンプレートの設

定（9ページ）
Step 6

共通の設定が含まれています。設定した

プロファイルをこのテンプレートに割り

当てることもできます。

このテンプレートには、新しくプロビジョ

ニングされた拡張機能を設定するために

ユニバーサル回線テンプレートの設定

（10ページ）
Step 7

使用される共通の設定が含まれています。

内線用のエンタープライズ番号および

E.164番号を設定することもできます。

デバイステンプレート、回線テンプレー

ト、および新しくプロビジョニングされ

ユーザプロファイルの設定（10ページ）Step 8

たユーザの共通設定を使用して、ユーザ

プロファイルを設定します。

（オプション）Ciscoヘッドセットを使用
して、設定したユーザプロファイルにヘッ

ヘッドセットテンプレートの設定（12
ページ）

Step 9

ドセットテンプレートを割り当てる予定

の場合。
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目的コマンドまたはアクション

IM and Presence Serviceやディレクトリ
サービスなどの UCサービスを設定しま
す。

UCサービスの設定（13ページ）Step 10

プロビジョニングされたユーザに割り当

てる UCサービスを含む、サービスプロ
ファイルを作成します。

サービスプロファイルの設定（14ペー
ジ）

Step 11

LDAP同期の場合、LDAP同期されたユー
ザに割り当てることができる機能グルー

機能グループテンプレートの設定（15
ページ）

Step 12

プテンプレートにユーザプロファイルと

サービスプロファイルを追加します。

新しくプロビジョニングされたユーザに

割り当てるクレデンシャルポリシーを設

定します。

デフォルトのクレデンシャルポリシーの

設定（16ページ）
Step 13

次のタスク

•新しいユーザをプロビジョニングするための LDAP同期の設定

• LDAPを展開していない場合は、一括管理を使用してユーザを一括でプロビジョニングでき
ます。

SIPプロファイルの設定
共通 SIP設定を使用して SIPプロファイルを設定するには、この手順を使用します。設定した SIP
プロファイルは、SIPデバイスに割り当てることができます。

手順

Step 1 CiscoUnifiedCMAdministrationから、[デバイス（Device）][デバイスの設定（Device Settings）][SIP
プロファイル（SIP Profile）]を選択します。

Step 2 次のいずれかの手順を実行します。

•既存のプロファイルを編集するには、[検索（Find）]をクリックし、SIPプロファイルを選択
します。

•新しいプロファイルを作成するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。

Step 3 プロファイルの [名前（Name）]を入力します。

Step 4 URIダイヤリングを展開する場合は、[ダイヤル文字列の解釈（Dial String Interpretation）]を設定
して、コールをディレクトリ URIまたは電話番号として処理するかどうかをシステムに指示しま
す。
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Step 5 [電話で使用されるパラメータ（Parameters Used in Phone）]で DSCP設定を指定して、このプロ
ファイルを使用するコールのタイプに対する QoS処理を定義します。

Step 6 （オプション）正規化スクリプトを割り当てる必要がある場合は、[正規化スクリプト（Normalization
Script）]ドロップダウンリストからいずれかのデフォルトスクリプトを選択します。

独自のスクリプトを作成することもできます。詳細については、『Cisco Unified

Communications Manager機能設定ガイド』を参照してください。

（注）

Step 7 このプロファイルで IPv4と IPv6の両方のスタックを同時にサポートする場合は、[ANATの有効
化（Enable ANAT）]チェックボックスをオンにします。

Step 8 ユーザがプレゼンテーションを共有できるようにするには、[BFCPを使用するプレゼンテーショ
ンの共有を許可（Allow Presentation Sharing using BFCP）]チェックボックスをオンにします。

Step 9 [SIPプロファイルの設定（SIP Profile Configuration）]ウィンドウで残りのフィールドを入力しま
す。フィールドとその設定の詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

Step 10 [保存（Save）]をクリックします。

電話機のセキュリティプロファイルの設定
エンドポイントの TLSシグナリング、CAPF、ダイジェスト認証の要件などのセキュリティ機能
を有効にする場合は、エンドポイントに適用できる新しいセキュリティプロファイルを設定する

必要があります。

デフォルトでは、プロビジョニングされたデバイスに SIP電話セキュリティプロファイルを適用
しない場合、デバイスは非セキュアプロファイルを使用します。

（注）

手順

Step 1 Cisco Unified CM Administrationから、[システム（System）] > [セキュリティ（Security）] > [電話
セキュリティプロファイル（Phone Security Profile）] の順に選択します。

Step 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

Step 3 [電話のセキュリティプロファイルのタイプ（Phone Security Profile Type）]ドロップダウンリスト
から [ユニバーサルデバイステンプレート（Universal Device Template）]を選択し、デバイステン
プレートを使用してプロビジョニングする際に使用できるプロファイルを作成します。

必要に応じて、特定のデバイスモデルのセキュリティプロファイルを作成することも

できます。

（注）

Step 4 プロトコルを選択します。

Step 5 [名前（Name）]フィールドにプロファイルの適切な名前を入力します。
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Step 6 TLSシグナリングを使用してデバイスに接続する場合は、[デバイスのセキュリティモード（Device
Security Mode）]を [認証済み（Authenticated）]または [暗号化（Encrypted）]に設定し、[トラン
スポートタイプ（Transport Type）]を [TLS]に設定します。

Step 7 （任意）電話でダイジェスト認証を使用する場合は、[OAuth認証の有効化（Enable OAuth
Authentication）]チェックボックスをオンにします。

Step 8 （任意）暗号化された TFTPを使用する場合は、[TFTP暗号化設定（TFTP Encrypted Config）]
チェックボックスをオンにします。

Step 9 [電話のセキュリティプロファイルの設定（Phone Security Profile Configuration）]ウィンドウで、
残りのフィールドを入力します。フィールドとその設定の詳細については、オンラインヘルプを

参照してください。

Step 10 [保存（Save）]をクリックします。

機能管理ポリシーの作成
機能管理ポリシーを作成するには、次の手順に従います。このポリシーを使用して、特定の機能

を有効化または無効化し、電話に表示されるソフトキーの外観を制御します。

手順

Step 1 CiscoUnifiedCMAdministrationから、[デバイス（Device）]> [デバイスの設定（Device Settings）]>
[機能管理ポリシー（Feature Control Policy）]を選択します。

Step 2 次のいずれかの操作を実行します。

•既存のポリシーの設定を変更するには、検索条件を入力して [検索（Find）]をクリックし、
結果のリストからポリシーを選択します。

•新しいポリシーを追加するには、[新規追加（Add New）]をクリックします。

[機能管理ポリシーの設定（Feature Control Policy Configuration）]ウィンドウが表示されます。

Step 3 [名前（Name）]フィールドに機能管理ポリシーの名前を入力します。

Step 4 [説明（Description）]フィールドに、この機能管理ポリシーの説明を入力します。

Step 5 [機能管理セクション（Feature Control Section）]でリストされている各機能に対して、システム
デフォルトをオーバーライドするか、次の設定を有効/無効にするかを選択します。

•デフォルトで有効な機能の設定を無効にする場合は、[デフォルトをオーバーライド（Override
Default）]チェックボックスをオンにして、[設定を有効にする（Enable Setting）]チェック
ボックスをオフにします。

•デフォルトで無効な機能の設定を有効にする場合は、[デフォルトをオーバーライド（Override
Default）]チェックボックスをオンにして、[設定を有効にする（Enable Setting）]チェック
ボックスをオンにします。
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Step 6 [保存（Save）]をクリックします。

共通の電話プロファイルの作成
共通の電話プロファイルは、プロファイルを使用する電話の TFTPデータと製品固有の設定のデ
フォルトを設定するために使用できるオプションのプロファイルです。

手順

Step 1 Cisco Unified CMAdministrationから、[デバイス（Device）] > [デバイスの設定（Device Settings）]
> [共通の電話プロファイル（Common Phone Profile）]メニューパスを選択して、共通の電話プロ
ファイルを設定します。

Step 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

Step 3 プロファイルの [名前（Name）]を入力します。

Step 4 プロファイルの [説明（Description）]を入力します。

Step 5 このプロファイルを使用する電話に [機能管理ポリシー（Feature Control Policy）を設定する場合
は、ドロップダウンリストからポリシーを選択します。

Step 6 [共通の電話プロファイルの設定（Common Phone Profile Configuration）]ウィンドウで、残りの
フィールドを設定します。フィールドとその設定の詳細については、オンラインヘルプを参照し

てください。

Step 7 [製品固有の設定レイアウト（Product-Specific Configuration Layout）]の下にあるフィールドを設定
します。フィールドの説明については、[?]をクリックして、フィールド固有のヘルプを参照して
ください。

Step 8 （オプション）モバイルおよびリモートアクセスの電話機用に InteractiveConnectivityEstablishment
（ICE）を有効にするには、次の手順を実行します。

a) [ICE]ドロップダウンを [有効（Enabled）]に設定します。
b) [デフォルト候補タイプ（Default Candidate Type）]を次のいずれかに設定します。

• [ホスト（Host）]：ホストデバイスで IPアドレスを選択することで取得される候補。こ
れはデフォルトです。

• [サーバ再帰（Server Reflexive）]：STUN要求を送信することで取得される IPアドレスと
ポートの候補。多くの場合、これはNATのパブリック IPアドレスを表している可能性が
あります。

• [中継（Relayed）]：TURNサーバから取得される IPアドレスとポートの候補。IPアドレ
スとポートは、メディアが TURNサーバを介して中継されるように、TURNサーバに常
駐しています。

c) 残りの ICEフィールドを設定します。

プロビジョニングプロファイルの設定
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Step 9 [保存（Save）]をクリックします。

共通デバイス設定の構成
共通デバイス設定は、任意指定のユーザ固有の機能属性で構成されます。IPv6を導入している場
合は、この設定を使用して SIPトランクまたは SCCP電話に IPv6優先設定を割り当てることがで
きます。

手順

Step 1 CiscoUnifiedCMAdministrationから、[デバイス（Device）]> [デバイスの設定（Device Settings）]>
[共通デバイス設定（Common Device Configuration）]を選択します。

Step 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

Step 3 SIPトランク、SIP電話またはSCCP電話の場合、[IPアドレッシングモード（IPAddressingMode）]
ドロップダウンリストの値を選択します。

• [IPv4のみ（IPv4Only）]—デバイスはメディアやシグナリングに IPv4アドレスだけを使用し
ます。

• [IPv6のみ（IPv6Only）]—デバイスはメディアやシグナリングに IPv6アドレスだけを使用し
ます。

• [IPv4および IPv6（IPv4 and IPv6）] —（デフォルト）デバイスはデュアルスタックデバイス
で、利用できる IPアドレスのタイプを使用します。両方の IPアドレスのタイプがデバイス
に設定されている場合、デバイスのシグナリングには、[シグナリグ用 IPアドレッシングモー
ド優先設定（IP Addressing Mode Preference for Signaling）]設定を使用し、メディアデバイス
には、[メディア用 IPアドレッシングモード優先設定（IP Addressing Mode Preference for
Media）]エンタープライズパラメータの設定を使用します。

Step 4 前のステップで IPv6を設定した場合は、[シグナリング用のIPアドレッシングモード（IPAddressing
Mode for Signaling）]ドロップダウンリストで IPアドレッシング設定を指定します。

• [IPv4（IPv4）]—デュアルスタックデバイスでシグナリングに IPv4アドレスを優先して使用
します。

• [IPv6（IPv6）]—デュアルスタックデバイスでシグナリングに IPv6アドレスを優先して使用
します。

• [システムデフォルトを使用（Use SystemDefault）]—デバイスは、[シグナリグ用 IPアドレッ
シングモード優先設定（IP Addressing Mode Preference for Signaling）]エンタープライズパラ
メータの設定を使用します。

Step 5 [共通デバイス設定（CommonDeviceConfiguration）]ウィンドウで、残りのフィールドを設定しま
す。フィールドと設定オプションの詳細については、システムのオンラインヘルプを参照してく

ださい。
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Step 6 [保存（Save）]をクリックします。

ユニバーサルデバイステンプレートの設定
ユニバーサルデバイステンプレートを使用すると、新しくプロビジョニングしたデバイスに簡単

に設定を適用できます。プロビジョニングされたデバイスは、ユニバーサルデバイステンプレー

トの設定を使用します。さまざまなユーザグループのニーズを満たすために、異なるデバイステ

ンプレートを設定できます。設定したプロファイルをこのテンプレートに割り当てることもでき

ます。

手順

Step 1 Cisco Unified CM Administrationで、[ユーザの管理（User Management）] > [ユーザ/電話の追加
（User/Phone Add）] > [ユニバーサルデバイステンプレート（Universal Device Template）]を選
択します。

Step 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

Step 3 次の必須フィールドに入力します。

a) テンプレートの [デバイスの説明（Device Description）]を入力します。
b) [デバイスプールタイプ（Device Pool Type）]を65Device Pools選択します。
c) [デバイスのセキュリティプロファイル（Device Security Profile）]をドロップダウンリストか
ら選択します。

d) [SIPプロファイル（SIP Profile）]をドロップダウンリストから選択します。
e) [電話ボタンテンプレート（PhoneButtonTemplate）]をドロップダウンリストから選択します。

Step 4 [ユニバーサルデバイステンプレートの設定（Universal Device Template Configuration）]ウィンド
ウで、残りのフィールドを入力します。フィールドの説明については、オンラインヘルプを参照

してください。

Step 5 [電話の設定（Phone Settings）]で、次の任意指定のフィールドを入力します。

a) [共通の電話プロファイル（Common Phone Profile）]を設定した場合は、そのプロファイルを
割り当てます。

b) [共通デバイス設定（Common Device Configuration）]を設定した場合は、その設定を割り当て
ます。

c) [機能管理ポリシー（Feature Control Policy）]を設定した場合は、そのポリシーを割り当てま
す。

Step 6 [保存（Save）]をクリックします。

プロビジョニングプロファイルの設定
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ユニバーサル回線テンプレートの設定
ユニバーサル回線テンプレートを使用すると、新しく割り当てられたディレクトリ番号に共通の

設定を簡単に適用できます。さまざまなユーザグループのニーズに合わせて、異なるテンプレー

トを設定します。

手順

Step 1 Cisco Unified CM Administrationで、[ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ/電話の追加
（User/Phone Add）] > [ユニバーサル回線テンプレート（Universal Line Template）]を選択しま
す。

Step 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

Step 3 [ユニバーサル回線テンプレートの設定（Universal Line Template Configuration）]ウィンドウで各
フィールドを設定します。フィールドとその設定オプションの詳細については、オンラインヘル

プを参照してください。

Step 4 代替番号を使用したグローバルダイヤルプランレプリケーションを展開する場合は、[エンター
プライズ代替番号（Enterprise Alternate Number）]セクションと [+E.164代替番号（+E.164Alternate
Number）]セクションを展開して、次の手順を実行します。

a) [エンタープライズ代替番号の追加（AddEnterpriseAlternateNumber）]ボタンまたは [+E.164代
替番号の追加（Add+E.164AlternateNumber）]ボタンのいずれか、または両方をクリックしま
す。

b) 代替番号への割り当てに使用する [番号マスク（Number Mask）]を追加します。たとえば、4
桁の内線番号では、エンタープライズ番号マスクとして 5 XXXXを使用し、+E.164代替番号
マスクとして 1972555XXXXを使用することが考えられます。

c) 代替番号を割り当てるパーティションを割り当てます。
d) ILSを通じてこの番号をアドバタイズする場合は、[ILS経由でグローバルにアドバタイズ
（Advertise Globally via ILS）]チェックボックスをオンにします。アドバタイズされたパター
ンを使用して一定の代替番号の範囲を要約している場合は、個別の代替番号をアドバタイズす

る必要はありません。

e) [PSTNフェールオーバー（PSTN Failover）]セクションを展開して、通常のコールルーティン
グが失敗した場合に使用するPSTNフェールオーバーとして、[エンタープライズ番号（Enterprise
Number）]または [+E.164代替番号（+E.164 Alternate Number）]を選択します。

Step 5 [保存（Save）]をクリックします。

ユーザプロファイルの設定
ユーザプロファイルを使用して、ユニバーサル回線テンプレートとユニバーサルデバイステン

プレートをユーザに割り当てます。さまざまなユーザグループ用に複数のユーザプロファイルを

プロビジョニングプロファイルの設定
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設定します。このサービスプロファイルを使用するユーザに対してセルフプロビジョニングを有

効にすることもできます。

手順

Step 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。 [ユーザ管
理（User Management）] > [ユーザ設定（User Settings）] > [ユーザプロファイル（User Profile）]
を選択します。

Step 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

Step 3 ユーザプロファイルの [名前（Name）]および [説明（Description）]を入力します。

Step 4 [ユニバーサルデバイステンプレート（Universal Device Template）]を、ユーザの [デスクフォン
（Desk Phones）]、[モバイルおよびデスクトップデバイス（Mobile and Desktop Devices）]、およ
び [リモート接続先/デバイスプロファイル（RemoteDestination/Device Profiles）]に割り当てます。

Step 5 [ユニバーサル回線テンプレート（Universal Line Template）]をこのユーザプロファイルのユーザ
の電話回線に適用するために割り当てます。

Step 6 このユーザプロファイルのユーザに自分の電話をプロビジョニングするセルフプロビジョニング

機能の使用を許可するには、次の手順を実行します

a) [エンドユーザに自分の電話のプロビジョニングを許可（Allow End User to Provision their own
phones）]チェックボックスをオンにします。

b) [エンドユーザーのプロビジョニングする電話数を制限（Limit Provisioning once End User has
this many phones）]フィールドに、ユーザーがプロビジョニングできる電話の最大数を入力し
ます。最大値は 20です。

c) このプロファイルに関連付けられたユーザーに、別のユーザーがすでに所有しているデバイス
を移行または再割り当てする権限があるかどうかを判断するには、[すでに別のエンドユーザー
に割り当てられた電話機のプロビジョニングを許可する（Allow Provisioning of a phone already
assigned to a different End User）]チェックボックスをオンにします。デフォルトでは、この
チェックボックスはオフになっています。

Step 7 このユーザープロファイルに関連付けられたCisco Jabberユーザーがモバイルおよびリモートアク
セス機能を使用できるようにするには、[モバイルおよびリモートアクセスの有効化（EnableMobile
and Remote Access）]チェックボックスをオンにします。

•デフォルトでは、このチェックボックスはオンです。このチェックボックスをオ
フにすると、[クライアントポリシー（ClientPolicies）]セクションが無効になり、
サービスクライアントポリシーオプションは、デフォルトで選択されません。

•この設定は、OAuth更新ログインを使用しているCisco Jabberのユーザにのみ必須
です。非 Jabberユーザは、この設定がなくてもモバイルおよびリモートアクセス
を使用できます。モバイルおよびリモートアクセス機能は、Jabberのモバイルお
よびリモートアクセスユーザにのみ適用され、他のエンドポイントまたはクライ

アントには適用されません。

（注）

プロビジョニングプロファイルの設定
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Step 8 このユーザプロファイルに Jabberポリシーを割り当てます。[デスクトップクライアントポリシー
（Desktop Client Policy）]および [モバイルクライアントポリシー（Jabber Mobile Client Policy）]
のドロップダウンリストから、次のいずれかのオプションを選択します。

• [サービスなし（No Service）]：このポリシーでは、すべての Cisco Jabberサービスへのアク
セスが禁止されます。

• [IM & Presenceのみ（IM & Presence only）]：このポリシーは、インスタントメッセージとプ
レゼンス機能だけを有効にします。

• [IM&Presence、音声およびビデオ通話（IM&Presence,Voice andVideo calls）]：このポリシー
は、オーディオまたはビデオデバイスを所有しているすべてのユーザーに対して、インスタ

ントメッセージング、プレゼンス、ボイスメール、および会議機能を有効にします。これが

デフォルトのオプションです。

Jabberデスクトップクライアントには、Windowsユーザ用 Cisco Jabberと、Macユー
ザ用 Cisco Jabberが含まれています。Jabberモバイルクライアントには、iPadおよび
iPhoneユーザ用 Cisco Jabberと、Androidユーザ用 Cisco Jabberが含まれています。

（注）

Step 9 このユーザプロファイルのユーザがCiscoUnifiedCommunicationsセルフケアポータルでExtension
MobilityまたはExtensionMobility Cross Clusterの最大ログイン時間を設定できるようにするには、
[エンドユーザに Extension Mobilityの最大ログイン時間の設定を許可する（Allow End User to set
their Extension Mobility maximum login time）]チェックボックスをオンにします。

デフォルトでは [エンドユーザにExtension Mobilityの最大ログイン時間の設定を許可
する（Allow End User to set their Extension Mobility maximum login time）]チェック
ボックスはオフになっています。

（注）

Step 10 [保存（Save）]をクリックします。

ヘッドセットテンプレートの設定
シスコヘッドセットに適用できるカスタマイズされた設定でヘッドセットテンプレートを設定す

るには、次の手順を使用します。カスタマイズしたテンプレートを作成するか、システム定義の

標準のデフォルトのヘッドセットテンプレートを使用できます。

標準のデフォルトのヘッドセット設定テンプレートは、システム定義のテンプレートです。標準

のデフォルトのヘッドセットテンプレートに新しいユーザプロファイルを割り当てることはでき

ますが、テンプレートを編集することはできません。デフォルトでは、すべてのユーザプロファ

イルがこのテンプレートに割り当てられます。このテンプレートからユーザプロファイルの関連

付けを解除するには、新しいテンプレートにプロファイルを割り当てる必要があります。

（注）
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手順

Step 1 Cisco Unified CM Administrationから、[デバイス（Device）] > [ヘッドセット（Headset）] > [ヘッ
ドセットテンプレート（Headset Template）]を選択します。

Step 2 次のいずれかを実行します。

•既存のテンプレートを編集するには、テンプレートを選択します。
•新しいテンプレートを作成するには、既存のテンプレートを選択し、[コピー (Copy)]をクリッ
クします。既存の設定が新しいテンプレートに適用されます。

Step 3 テンプレートの [名前（Name）]と [説明（Description）]を追加します。

Step 4 [モデルとファームウェアの設定（Model and Firmware Settings）]で、このテンプレートに適用す
るカスタマイズされたヘッドセット設定を割り当てます。新しい設定を追加するには、[追加
（Add）]ボタンをクリックして設定項目を指定します。

Step 5 上下の矢印を使用して、このテンプレートに割り当てるユーザプロファイルを、[割り当てられて
いるユーザプロファイル（Assigned Users Profiles）]リストボックスに移動します。これらのプロ
ファイルに割り当てられているすべてのユーザは、このヘッドセットテンプレートにも割り当て

られます。

Step 6 [保存（Save）]をクリックします。

Step 7 デフォルトのテンプレート設定に戻すには、[デフォルトに設定（Set toDefault）]ボタンを使用し
ます。

Step 8 [設定の適用（Apply Config）]をクリックします。

標準のデフォルトヘッドセット構成テンプレートでは、以下に対して [設定の適用（ApplyConfig）]
ボタンが有効になります。

•割り当てられたユーザプロファイルリストに追加したユーザが所有しているデバイス

•名前非表示のデバイス

カスタマイズされたヘッドセット構成テンプレートでは、[割り当てられているユーザプロファイ
ル（Assigned User Profiles）]リストに追加されたユーザが所有するデバイスに対してのみ [設定の
適用（Apply Config）]ボタンが有効になります。

UCサービスの設定
ユーザが使用する UCサービス接続を設定するには、次の手順を使用します。次の UCサービス
の接続を設定できます。

•ボイスメール

•メールストア

•会議

プロビジョニングプロファイルの設定
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•ディレクトリ

• IM and Presence Service

• CTI

•ビデオ会議スケジュールポータルの設定

• Jabberクライアント設定（jabber-config.xml）

フィールドは、設定する UCサービスによって異なる場合があります。（注）

手順

Step 1 Cisco Unified CM Administrationから、[ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設定（User
Settings）] > [UCサービス（UC Services）]を選択します。

Step 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

Step 3 [UCサービスタイプ（UC Service Type）]ドロップダウンリストから、設定する UCサービスを選
択し、[次へ（Next）]をクリックします。

Step 4 [製品タイプ（Product Type）]を選択します。

Step 5 [名前（Name）]にサービスの名前を入力します。

Step 6 サービスが存在するサーバーのホスト名またはIPアドレスを入力します。

Step 7 [ポート（Port）]および [プロトコル（Protocol）]の情報を入力します。

Step 8 残りのフィールドを設定します。フィールドとその設定の詳細については、オンラインヘルプを

参照してください。フィールドオプションは、導入している UCサービスによって異なります。

Step 9 [保存（Save）]をクリックします。

Step 10 必要なすべてのUCサービスをプロビジョニングするまで、この手順を繰り返します。

サービスを複数のサーバに配置する場合は、別のサーバを指す複数の UCサービス接
続を設定します。たとえば、IM and Presence Serviceの集中展開では、複数の IM and
PresenceUCサービスがそれぞれ異なる IM and Presenceノードを指すように設定するこ
とを推奨します。すべてのUC接続を設定した後、それらをサービスプロファイルに追
加することができます。

（注）

サービスプロファイルの設定
このプロファイルを使用するエンドユーザに割り当てるUCサービスを含む、サービスプロファ
イルを設定します。

プロビジョニングプロファイルの設定
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始める前に

サービスプロファイルに追加する前に、Unified Communications（UC）サービスをセットアップ
する必要があります。

手順

Step 1 Cisco Unified CM Administrationから、[ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設定（User
Settings）] > [サービスプロファイル（Service Profile）]を選択します。

Step 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

Step 3 選択したサービスプロファイルの設定の [名前（Name）]を入力します。

Step 4 選択したサービスプロファイルの設定の [説明（Description）]を入力します。

Step 5 このプロファイルに含める各UCサービスに、そのサービス用の [プライマリ（Primary）]、[セカ
ンダリ（Secondary）]、および [ターシャリ（Tertiary）]の接続を割り当てます。

Step 6 [サービスプロファイルの設定（Service Profile Configuration）]ウィンドウで、残りのフィールド
を入力します。フィールドの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

Step 7 [保存（Save）]をクリックします。

機能グループテンプレートの設定
機能グループテンプレートは、プロビジョニングされたユーザ用に、電話、回線、および機能を

すばやく設定できるようにすることで、システムの展開をサポートします。企業の LDAPディレ
クトリからユーザを同期している場合は、ディレクトリからユーザを同期させるユーザプロファ

イルおよびサービスプロファイルを使用して機能グループテンプレートを設定します。このテン

プレートを使用して、同期されたユーザに対して IM and Presence Serviceを有効化することもでき
ます。

手順

Step 1 Cisco Unified CM Administrationで、[ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ/電話の追加
（User/Phone Add）] > [機能グループテンプレート（Feature Group Template）]を選択します。

Step 2 [新規追加（Add New）]をクリックします。

Step 3 機能グループテンプレートの [名前（Name）]と [説明（Description）]を入力します。

Step 4 このテンプレートを使用するすべてのユーザのホームクラスタとしてローカルクラスタを使用す

る場合は、[ホームクラスタ（Home Cluster）]チェックボックスをオンにします。

Step 5 このテンプレートを使用するユーザがインスタントメッセージおよびプレゼンス情報を交換でき

るようにするには、[Unified CM IM and Presenceのユーザを有効化（Enable User for Unified CM IM
and Presence）]チェックボックスをオンにします。

プロビジョニングプロファイルの設定
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Step 6 ドロップダウンリストから、[サービスプロファイル（Services Profile）]および [ユーザプロファ
イル（User Profile）]を選択します。

Step 7 [機能グループテンプレートの設定（Feature Group Template Configuration）]ウィンドウの残りの
フィールドに入力します。フィールドの説明については、オンラインヘルプを参照してくださ

い。

Step 8 [保存（Save）]をクリックします。

次のタスク

機能グループテンプレートと LDAPディレクトリ同期を関連付け、テンプレートの設定を同期し
たエンドユーザに適用します。

デフォルトのクレデンシャルポリシーの設定
新しくプロビジョニングされたユーザに適用されるクラスタ全体のデフォルトクレデンシャルポ

リシーを設定するには、次の手順を使用します。次の各ログイン情報タイプに対して、個別のロ

グイン情報ポリシーを適用できます。

•アプリケーションユーザパスワード

•エンドユーザのパスワード

•エンドユーザ PIN

手順

Step 1 クレデンシャルポリシーの設定を入力します。

a) Cisco Unified CMAdministrationから、[ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設定（User
Settings）] > [クレデンシャルポリシー（Credential Policy）]を選択します。

b) 次のいずれかを実行します。

• [検索（Find）]をクリックし、既存のクレデンシャルポリシーを選択します。

• [新規追加（AddNew）]をクリックして、新しいクレデンシャルポリシーを作成します。

c) ABCDや 123456のようなハッキングされやすいパスワードをシステムにチェックさせる場合
は、[単純すぎるパスワードのチェック（Check for Trivial Passwords）]チェックボックスをオ
ンにします。

d) [クレデンシャルポリシーの設定（Credential PolicyConfiguration）]ウィンドウの各フィールド
に入力します。フィールドとその設定の詳細については、オンラインヘルプを参照してくだ

さい。

e) [保存（Save）]をクリックします。

プロビジョニングプロファイルの設定
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f) 他のクレデンシャルタイプのいずれかに対して異なるクレデンシャルポリシーを作成する場合
は、これらの手順を繰り返します。

Step 2 クレデンシャルポリシーをクレデンシャルタイプのいずれかに適用します。

a) Cisco Unified CMAdministrationから、[ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設定（User
Settings）] > [クレデンシャルポリシーのデフォルト（Credential Policy Default）]を選択しま
す。

b) クレデンシャルポリシーを適用するクレデンシャルタイプを選択します。
c) [クレデンシャルポリシー (Credential policy )]ドロップダウンから、このクレデンシャルタイ
プに適用するクレデンシャルポリシーを選択します。たとえば、作成したクレデンシャルポリ

シーを選択することもできます。

d) [クレデンシャルの変更（Change Credential）]フィールドと [クレデンシャルの確認（Confirm
Credential）]フィールドの両方にデフォルトのパスワードを入力します。ユーザは次のログイ
ン時にこれらのパスワードを入力する必要があります。

e) [クレデンシャルポリシーのデフォルトの設定（Credential Policy Default Configuration）]ウィ
ンドウで、残りのフィールドを設定します。フィールドとその設定の詳細については、オンラ

インヘルプを参照してください。

f) [保存（Save）]をクリックします。
g) 他のクレデンシャルタイプのいずれかにクレデンシャルポリシーを割り当てる場合は、これら
の手順を繰り返します。

個人ユーザに対して、[エンドユーザの設定（End User Configuration）]ウィンドウ、またはその
ユーザの [アプリケーションユーザの設定（Application User Configuration）]ウィンドウから、特
定のユーザログイン情報にポリシーを割り当てることもできます。ログイン情報タイプ（パスワー

ドまたは PIN）の隣にある [ログイン情報の編集（Edit Credential）]ボタンをクリックして、その
ユーザログイン情報に関する [ログイン情報の設定（Credential Configuration）]を開きます。

（注）
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


